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研究ノート

抄録：社会福祉士及び介護福祉士の国家試験（以下、国家試験）の学習の基本は、自己学習であり、自己学習の
成果が国家試験の合否を決めるといってもよい。この自己学習で重要となるのが学習方略の修得である。
　本稿では、自己調整学習理論の枠組みに拠りながら、筆者のこれまでの国家試験に向けた教育実践を踏まえ、
社会福祉士及び介護福祉士の国家試験の学習支援について検討していく。
　学習者のニーズは、自分の「知らない」「わかっていない」ことの把握以降の学習方略の獲得である。つまり、具体
的にどの教材を、どのように使用していけばよいかという条件的知識の獲得・発達に向けた支援が求められる。
　結論として、自己調整学習が行えるように具体的なスキル獲得を目的とした学習支援が必要である。
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１　はじめに
大学・専門学校等の社会福祉士及び介護福祉士養

成校では、国家資格である社会福祉士及び介護福祉
士の資格取得に向けた国家試験対策が行われている。
社会福祉士及び介護福祉士の国家試験（以下、国家試
験）の学習の基本は、自己学習であり、その自己学習
の成果が国家試験の合否を決めるといってもよい。
この自己学習で重要となるのが学習方略の修得で
ある。集中力やモチベーション、基礎学力も重要で
あるが、それだけではなく、国家試験の受験に関し
た学習方法の修得も必要となる。
しかし、国家試験受験を目指す学生は、国家試験
に関する学習方略が獲得できていない場合もある。
この背景は、筆記試験を課さない試験により学校
に入学することで、試験に向けた学習方法自体が分

からないということもある。よって、まず、国家試
験に向けた学習方法を伝え、自己学習ができるよう
に支援する必要性が考えられる。
隣接領域における国家試験に関する学習支援につ
いての先行研究では、看護師、理学療法士、薬剤師
等を対象とした検討がなされている １）２）３）４）。本稿
では、自己調整学習理論の枠組みに拠りながら、筆
者のこれまでの国家試験に向けた教育実践を踏ま
え、社会福祉士及び介護福祉士の国家試験の学習支
援について検討していく。

２　目的
自己調整学習理論 ５）６）７）の枠組みを用いて、社会

福祉士及び介護福祉士の国家試験の学習について検
討していく。
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３　用語の定義
自己調整学習
メタ認知、動機づけ、行動において、自らの学習
過程に能動的に関与して進められる学習のことをい
う。

４　考察
（１）国家試験に関した学習教材の分類
国家試験受験に向けた学習にあたっては、使用す
る学習教材が重要となる。学習教材を整理すると、
「基礎知識及び重要知識の獲得と理解の学習に使用
する教材」、「自身の到達度を理解するための教材」、
「アウトプットのための教材」、「出題事項の予測を
含めた学習教材」があげられる。
まず、「基礎知識及び重要知識の獲得と理解の学
習に使用する教材」では、テキストや参考書、イン
ターネットにおける各種サイト、行政の報告書・白
書、行政出版のパンフレットなどが該当する。次に、
「自身の到達度を理解するための教材」としては、模
擬試験問題や過去問題集、模擬問題集などが該当す
る。そして、「アウトプットのための教材」は、主に
一問一答式の問題集を中心に、上述した模擬試験問
題や過去問題集、模擬問題集が該当する。
最後に、「出題事項の予測を含めた学習教材」で
は、行政の各種報告書や白書がある。この「出題事
項の予測を含めた学習教材」については、少し説明
しておく。国家試験の出題範囲は、大項目・中項
目・小項目と分類され、示されている。出題は、大・
中項目に沿って、具体的な問題が出されるが、何が
出題されるのかを予想するのは容易ではない。試験
では、最近の社会・福祉分野の動向を反映させた問
題が出題されることもある。よって、直近の社会・
福祉分野の動向を把握することで、得点に結びつく
場合もある。そのための学習教材が「出題事項の予
測を含めた学習教材」なのである。
これらの教材をいかに使いこなしながら学習を進
めるかが合格の鍵となる。つまり、学習者は、どの
教材を、どの場合に使うのかといった条件的知識が
必要となるのである。
しかし、上述した背景から学習者はこの条件的知
識が不足しており、結果、目の前の多くの教材に振
り回されたり、うまく学習教材を活用できないまま

受験を向かえてしまうことになる。
そのため、教員は、学生が学習方略を獲得し自己
学習が行えるように支援していくことが求められ
る。
以下では、自己調整学習理論に拠りながら具体的
な支援について検討していく。

（２）�自己調整学習に必要となる基本的な知識・ス
キルの獲得に向けた支援

まず、国家試験に関した自己調整学習に必要とな
る基本的な知識・スキルについて述べる。筆者が必
要と考える基本的な知識・スキルは以下の通りで
ある。
①　�国家試験に関した学習教材の特徴と活用目的に
ついて知っている。

②　�行政が出している各種報告書・白書の存在と閲
覧方法（ウェブ）を知っている。

③　�ウェブにおいて、各種検索ができる（信頼性の
順位付けもできる）。

④　�テキスト・参考書の「索引」の活用方法を知っ
ており、実際に活用できる。

教員は、まず、国家試験に関した学習教材特徴と
活用目的の紹介、行政が出している各種報告書・白
書の存在の理解の有無の確認と閲覧方法（ウェブ）
の紹介、ウェブにおいて、これら各種の検索ができ
るかどうかの確認と方法について伝えていくことが
必要である。
その他に、テキスト・参考書の「索引」の活用方
法の確認と「活用できる」ように具体例を示しなが
ら方法を伝えていくことも必要である。
以上の学習支援は、国家試験に向けた自己調整学
習開始前の準備段階の支援となる。

（３）条件的知識の獲得・発達に向けた支援
次に、自分の「知らない」「わかっていない」こと
への気づきのための学習支援である。自分の「知ら
ない」「わかっていない」ことへの気づきは、国家試
験の学習を深めていくために有効なものとなる。な
ぜなら、早期にどの分野が苦手なのか、何を学習し
ていけばよいのかが明確になるからである。
これらのことは、国家試験における学習ではよく
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言われていることである。
さて、例えば、A科目の問題１を解いたとする。

そこで、自分の「知らない」「わかっていない」こと
の把握ができたとする。では、そこからどのような
教材を活用して学習を進めていくかという学習方略
が具体的に示されていないと、学生は学習を進めて
いくことが難しい。
よって、自分の「知らない」「わかっていない」こ
との把握以降の学習方略の獲得が学習者のニーズと
なるのである。
つまり、具体的にどの教材を、どのように使用し
ていけばよいかという条件的知識の獲得・発達に向
けた支援が必要となる。

（a）具体的な方略
まず、過去問題集もしくは模擬試験問題を解く中
で、「知らない」「わからない」事項の把握を行う。
そして、「知らない」「わからない」用語が出てきた
とする。その際の学習の方法としては、以下の手順
がある。

①　解説を読む。用語のチェック。
②　�参考書等の索引で掲載箇所を確認し、実際に内
容を確認する。

③　関連する法律の条文を確認する。
④　�それと同時に、ウェブ上で、関連する行政の資
料の確認を行う。

⑤　�行政サイトパンフレットを確認して知識の整
理。また、ウェブ上で実際の機関のホームペー
ジを閲覧する。

なお、以上の手順を筆者は「芋づる式学習法」と呼
んでいる。この芋づる式学習法により、ピンポイン
トの内容と関連知識の学習が可能となる。

（b）支援内容
まず、ウェブ上において、国の省庁や行政のサイ
トの閲覧方法及び信頼できる資料の取得方法を伝え
ることが必要となる。
手順としては、行政のホームページの紹介と白書
などの報告書の掲載箇所について伝える。そのうえ
で、具体的な方法を伝える。伝える具体的な内容と

しては、例えば、筆者は調べたい事項の資料の取得
方法について、「調べたい用語 +関連すると思われ
る省庁名」を入れることで、信頼できる資料に行き
着く可能性が高まることを伝えている（図１）。
次に、ウェブ上で条文が確認できることを伝え
る。国家試験では、法律の条文を原文で確認するこ
とが非常に重要となる。なぜならば、国家試験にお
ける設問は、条文を基にして問うものも存在するか
らである。よって、条文の確認が必要であるが、
ウェブ上で検索できる方法を知っていれば、確認も
容易にかつ効率的にできるようになる（図３）。
次に、ウェブ上で各種行政のパンフレットの取得
方法を伝える。

図１　資料の探し方を伝える①（筆者作成）

図２　資料の探し方を伝える②（筆者作成）

図３　ウェブ上での法令検索方法を伝える（筆者作成）
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国の省庁や都道府県及び市町村が出している市民
向けの各種パンフレット・リーフレットも国家試験
の有効な学習教材となる。
パンフレット・リーフレットは、内容をコンパク
トに整理してあり、なおかつ、視覚化を意識して、
図表やイラストが多く使用されているからである。
このパンフレット・リーフレットを活用すること
で、これまで獲得した知識の整理（統合化）が図れ
る。基本的に、パンフレットは、テキスト・参考書、
ウェブ上での資料を確認し、知識が頭に入った時点
で使用すると効果的である。
これらのパンフレットの活用方法を伝え、国の省
庁や都道府県及び市町村のウェブサイトのどこにパ
ンフレットやリーフレットが掲載してあるのか、閲
覧できるのかを学生に伝えていく。
以上が、「知らない」「わからない」用語が出てきた

際の学習の方法として、学生に伝える内容となる。

（４）戦略的視点を持った国家試験対策
「出題事項の予測を含めた学習教材」の箇所でも
述べたように国家試験の出題範囲は、大項目・中項
目が示されている。これらは、もちろん網羅的に理
解をしておく必要がある。一方で、毎年、過去取り
上げられなかった新たな事項が出題される。その出
題事項は、直近の施策や制度、福祉の動向でのキー
ワードなどである。
例えば、第31回（平成30年度）社会福祉士国家試
験の問題26（現代社会と福祉） ８）においては、ヘイ
トスピーチが取りあげられた。よって、現在の社会
や福祉の動向を理解しておくことで得点に結びつく
ことになる。では、どのような学習方法を学生に伝
えればよいか。
現在の社会や福祉の動向を把握するのに役に立つ
のが、行政省庁が出している白書である。この白書
を基に施策や制度、福祉の動向を把握しながら、次
回に出題されそうな事項について確認していく。
その他、「内閣府」や「厚生労働省」のホームペー
ジには、直近の施策がまとめて掲示してあるため、
これらのサイトを利用しながら動向を把握すること
もできる。ここでの動向を把握するとは、「現在、国
は、何を重点に置いて、施策を進めようとしている
のか」を理解することである。この理解ができれば、

出題される可能性のある事項も見立てができるよう
になる。
筆者はよく「国家試験は、国がアピールしたい、
知っておいてもらいたい事項を出題すると言われて
いる」ということを話している。
学生には、白書を活用しながら社会や福祉の動向を
把握し、出題される可能性のある事項を見立てていく
ことで、得点の上乗せを図れることを伝えていく。

（５）アウトプットの方法
国家試験勉強では、インプット、つまり知識を獲
得していくことも大切であるが、それと同等にアウ
トプットの作業が重要となる。つまり、思い出す作
業である。
多くの学習者はインプットに時間を費やし、アウ
トプットはおろそかになる傾向がある。よって、学
生には、アウトプットの重要性と方法（テクニック
も含む）について伝えていく必要がある。
まず、アウトプットの最も簡単な方法は、街を歩
いていて目に入ってくる福祉関連の用語について、
その都度、自身で説明をしてみることである。例え
ば、「社会福祉法人〇〇」と記載された車が走ってい
るとする。そうしたら、「社会福祉法人」についてど
れだけ説明ができるかを試すのである。「社会福祉
法人の理事は…、監査は…何人で…」といった具合
である。そして、うまく説明ができなかったら、ま
だあやふやであるという確認ができる。
その他には、自身が教員になったつもりで、事項
を取りあげて、声に出しつつ、紙にポイントなど書
きながら（板書するようなイメージ）、説明してみる
ことである。
このような方法を学生に伝えながら、アウトプッ
トの方法についても伝えていく。

５　結論
以上、筆者が長年、国家試験の学習者に伝えてき
た学習方法を基に述べてきた。
上述したように、国家試験学習は自己学習が中心
となる。よって、学習方略を知らなければ、効果的
な国家試験に関する学習はできない。
最後に、国家試験の学習は、メタ認知を働かせ、
自身の学習の調整を自己で行っていく自己調整学習
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のスキルが必要となる。そのため、国家試験対策に
おいては、学習の最初の段階で、自己調整学習がで
きるための具体的なスキルを伝えていくことが必要
である。
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